
 

   

 
 

 

 

 

米国ＦＯＭＣ（19年 12 月 11 日）で当面の据え置きを示唆 

～データ次第で柔軟な政策運営を行う方針は変わらず～ 

当社のシンクタンク、株式会社第一生命経済研究所の桂畑主任エコノミストによる「米国

ＦＯＭＣ（19 年 12 月 11 日）で当面の据え置きを示唆～データ次第で柔軟な政策運営を行う

方針は変わらず～」をお届けいたします。（別添参照） 

12 月 10 日、11 日に開催されたＦＯＭＣで、ＦＲＢは政策金利であるＦＦレート誘導目標レン

ジの据え置きを全会一致で決定しました。 

本年金通信は、ＦＯＭＣ参加者の新しい経済見通し・政策金利見通し及びＦＯＭＣの声明

文の内容を掲載したレポートとなっておりますので、是非ご一読下さい。 

以上 
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